






















Visualization of assessment of environmental performance of buildings is important for penetration of 
environmental friendly buildings. In Japan, Comprehensive Assessment System for Built Environment 
Efficiency (CASBEE) has been introduced in several cities. The purpose of this study is to collect these 
assessment data and to clarify the factors affecting the environmental performance of buildings. As a result, it 
was clarified that the total floor area of buildings and the daytime population of cities affect the environmental 
performance of buildings. 










て開発された BREEAM を皮切りに、1996 年には米国にて

























み係数に修正を施した評価システムである。2004 年 4 月
に名古屋市が初めて導入して以降、同年 10 月に大阪市、






















































図 1 自治体版 CASBEE の導入自治体と導入開始時期 






出年度、各得点（BEE , Q , L , SQ , SLR , Q1 , Q2 , Q3 , LR1 , 
LR2 , LR3）[注 1]の全 21 項目である。総件数は 2020 年 1










（１）自治体版 CASBEE 評価結果データの実態把握 
a）自治体別にみた評価結果データの基本集計 
全国 24 自治体における CASBEE 評価結果の届出件数
を示す（図 2）。全国で始めて CASBEE 評価結果の届出
制度を導入した名古屋市の届出件数が最も多く、2,528 件
であった。名古屋市に加え、横浜市、大阪市をはじめと
する全 8 自治体で届出件数が 1,000 件を上回った。一方、






b）CASBEE 評価結果の BEE チャート 
本研究で収集した全 CASBEE 評価結果 21,399 件をプ






その条件として A ランクや S ランクが設定されているこ
とが多い。以上のことが、図のような分布となった一因
であると考えられる。 
c）CASBEE 評価結果の BEE, Q, L の経年変化 
全 CASBEE 評価結果の BEE, Q, L の経年変化を示す
（図 4）。Q に関して、H16 年度から H25 年度にかけ多少
の増減を繰り返しているものの、大きな変化はない。し
かし、H25 年度以降徐々に減少し、H30 年度にかけ悪化
傾向にある。L に関して、H16 年度から H24 年度にかけ、
改善傾向にある。しかし、H24 年度以降徐々に増加し、Q
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図 3 全 CASBEE 評価結果の BEE チャート 
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図 4 全 CASBEE 評価結果の BEE, Q, L の経年変化 
 































図 5 全 CASBEE 評価結果の Q1, Q2, Q3 の経年変化 
d）CASBEE 評価結果の各評価項目の経年変化 
全 CASBEE 評価結果の Q, L および Q1, Q2, Q3, LR1, 
LR2, LR3 の経年変化を示す（図 5、図 6）。 
Q は H22 年度を境に悪化傾向にある。Q は Q1, Q2, Q3
の 3 項目から構成されており、Q2 は H16 年度から H30
年度にかけ、一定の値を維持している。一方、Q1 は H25
年度から H30 年度にかけ悪化傾向にあり、Q3 は H21 年
度から H30 年度にかけ悪化傾向にある。以上より、今後
は Q1 および Q3 の向上に注力する必要がある。さらに、
Q1 および Q3 の向上のみ注力するのではなく、Q2 の向
上にも注力することが建築物の環境品質の更なる向上に
寄与すると考えられる。 
L は H16 年度から H24 年度にかけ改善傾向にあるが、
その後 H30 年度にかけ悪化していることがわかる。L は
LR1, LR2, LR3 の 3 項目から構成されている。H24 年度
にかけ改善した要因として、LR1 および LR2 は一定の値
を維持していることから、LR3 が増加していることが挙





e）CASBEE 評価結果の BEE, Q, L の建築規模別の変化 
全 CASBEE 評価結果の BEE, Q, L の建築規模別の変化













全CASBEE評価結果のQ, LおよびQ1, Q2, Q3, LR1, LR2, 
LR3 の建築規模別の変化を示す（図 8、図 9）。 
Q の構成要素である Q1, Q2, Q3 では、延床面積の増加
に伴い、Q3 が最も増加している。その増加幅は、延床面
積が 2,000m2～5,000m2 の建築物と 10,000m2～の建築物を
比較すると、約 0.5 であった。一方、Q1 は延床面積の増
加に伴う大きな変化はなかった。 
L の構成要素である LR1, LR2, LR3 では、延床面積の増
加に伴い、LR1 が最も増加している。その増加幅は、延
床面積が 2,000m2～5,000m2 の建築物と 10,000m2～の建築
物を比較すると、約 0.3 であった。また、延床面積の増加
に伴う LR2 および LR3 の値の変化については、同様の傾
向を示した。 











































































































































































































建物用途 1 .052** .064** -.064** -.021* 
延床面積 .052** 1 .000 .000 .000 
面積 .064** .000 1 -.296** .091** 
昼間人口 -.064** .000 -.296** 1 .208** 
優遇制度の
有無 
-.021* .000 .091** .208** 1 
**：p<0.01,*：p<0.05 
表 2 Null モデルの級内相関とデザインエフェクト 
 
BEE 値 
推定値 標準偏差 有意水準 
固定効果 切片 1.23 0.02 ** 
変量効果 
残差の分散 0.20 0.03×10-1 ** 


















－ 切片 － 1.07 0.03 ** 
Level-2 
自治体レベル 
面積 ［㎡］ -5.72×10-5 6.34×10-5 n.s. 
昼間人口 ［人］ -5.00×10-8 2.11×10-5 * 
優遇制度の 
有無 





［-］ 0.15 0.02 ** 
建物用途＝2 
（工場） 
［-］ -0.10 0.03 ** 
建物用途＝3 
（病院） 
［-］ 0.08 0.03 ** 
建物用途＝4 
（学校） 
［-］ 0.44 0.03 ** 
建物用途＝5 
（事務所） 
［-］ 0.50 0.03 ** 
建物用途＝6 
（物販店） 
［-］ -0.01 0.03 n.s. 
建物用途＝7 
（飲食店） 
［-］ -0.06 0.08 n.s. 
建物用途＝8 
（集会所） 
［-］ 0.20 0.04 ** 
建物用途＝9 
（ホテル） 
［-］ － － － 






残差の分散 ［-］ 0.16 0.02×10-1 ** 








































最後に、固定効果のうち、Level – 2 の自治体レベルに
着目する。昼間人口について、5％水準で有意となり、BEE
値への影響が確認された。本分析では、昼間人口が 100
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